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1.省エネ情報の比較サイトでの活用例について

2.省エネ情報の提供内容についての要望
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No.3比較サイトでの省エネ情報の評価の活用例の検討について

• 当社の運営するエネルギー比較サイト「エネチェンジ」において、

事業者の省エネ情報の提供に関する評価をどのように活用できる

かを次ページ以降で検討した。

• 活用例は想定できる掲載箇所であり、実際にはユーザーの利用率

や契約数に効果のある訴求となっているかなどを含めて掲載箇所

を判断する。

• 各小売電気事業者においても、比較サイトでの情報掲載の有無だ

けではなく、掲載されたことによる効果の有無で対応状況が変わ

ると想定される。
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No.4電気料金診断ランキング画面での活用例

省エネ情報を提供

ページ例：https://enechange.jp/try/result

電気料金の診断結果ランキングの絞り込みフィルターに「省エネ情報の提供
有無」を追加する。

省エネ情報の提供有無での絞
り込みを追加

https://enechange.jp/try/result


confidential
Confidential
© ENECHANGE  Ltd.

No.5電気料金以外のランキング画面での活用例

省エネ情報を提供 説明文

ページ例：https://enechange.jp/try/result

省エネ情報を提供

説明文

電気料金以外の基準（情報の開示やサポート体制など）でのランキング画面で
の評価基準に追加する。

おすすめ順での
ランキングに追加

他の基準と合わせて
点数化をして集計

https://enechange.jp/try/result


confidential
Confidential
© ENECHANGE  Ltd.

No.6比較サイト内の事業者情報ページでの活用例

ページ例：https://enechange.jp/utilities/yonden

仮
◯◯の認定する省エネ
情報提供事業者です。

省エネ情報の提供 あり

小売電気事業者の情報をまとめたページに「サービスの特徴」として掲載する、
またはユーザーに訴求できるバッジ・アイコンなどの配布があればそれを掲載す
る。

サービスの特徴欄に掲載、もし
くは家電における「省エネラベ
リング制度」のようなバッジや
アイコンなどがある場合は掲載
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No.7比較サイト内の電気料金情報ページでの活用例

仮 ◯◯の認定する省エネ
情報提供事業者です。

項目1 項目2 項目3 項目4 項目5

◯ × ◯ × ◯

提供している情報

ページ例：https://enechange.jp/plans/yonden/olive

各電気料金プランの説明ページにサービスの特徴として掲載する。

家電における「省エネラベリング制度」のよ
うなバッジやアイコンなどがある場合は掲載。
また、評価基準や提供情報の項目などが開示
されている場合はその情報を掲載
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No.8その他活用例

省エネな電気料金プランを選ぶ

省エネできる電気料金プラン

ページ例：https://enechange.jp/

一定の基準以上の小売電気事業者をまとめた特集ページなどを用意して電気の
選び方のひとつとして訴求。

一定基準以上の事業者
を集めたページへ誘導
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1.省エネ情報の比較サイトでの活用例について

2.省エネ情報の提供内容についての要望
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No.10比較サイトでの活用を前提とした情報提供に関する要望

● ランキングなどの情報データベースで管理、更新に活用しやすい形

式でのデータの開示（CSV形式など）

→ランキングや各事業者情報ページの更新・管理が容易となる

● サービス利用ユーザーへの説明が可能な一定の評価項目の開示

→各項目の評価のポイントをユーザーへ説明することで評価の意味や活用方

法を訴求できる

● 訴求力のある、ロゴやアイコン、ラベルなどの素材の提供とその一

般消費者への認知度向上の取り組み（ex.省エネラベリング制度）

→視覚的に訴求できる。また認知度が高くなることでユーザーの契約事業者

選択に寄与でき、契約数に影響が高くなれば対応の優先度が高まる

● 定期的なランキングデータの更新と開示（年に1度など）

→最新の情報を利用者に提供できる
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